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御立トピックス
QCサークル活動
　サンライフ御立デイサービス、サークル名「トラス
ト」は、平成28年7月から9ヶ月にわたり、QCサーク
ル活動（※）を行いました。
　活動当初、職員間の介護技術にバラつきがあり非
効率的でありました。利用者様により安全で安心な
サービスを提供できるよう、テーマを「介護技術の向
上」とし、短時間の会合を重ね、職員一丸となって取
り組みました。
　その結果、技術面・知識面の両方において目標達
成することができ、以前に比べ利用者様に安定した
サービス提供ができるようになりました。
　平成29年11月17日に行われた「第5981回QCサー
クル近畿支部地区発表大会」では奨励賞も頂き、メ
ンバーも喜んでいます。
　今後もQCサークル活動を続けていく中でサービス
向上を目指し、利用者様に喜んで頂ける笑顔溢れた
デイサービスにしていきたいです。　
※QC（QUALITTY CONTOROL＝クオリティコントロール…
因果関係を把握し、問題解決を図ることでより良いサービス
の実現を目指す為の活動）
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は
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設
十
九
周
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を
迎
え
ま
す
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。
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迎
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ら
れ
て
き
ま
し
た
広
報
に
か
け
る
取
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が
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ささゆりのあゆみ
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入居者様によるハンドベル・トーンチャイム演奏。
バッチリな演奏で、素敵な音色を響かせて下さいました。

　2017年締めくくり行事は、もちつきでした。

　毎年GH入居者様の完山梅野様にお手伝い頂いて

います。今年は男性職員だけでなく、女性職員も餅

つきに挑戦！！男勝りなつきっぷりに会場も大いに

盛り上がりました。

　ついたお餅は、利用者様が丸めて下さり、ぜんざ

いにして利用者様と職員でお腹いっぱい食べました。

アンサンブルちょうちょ様による演奏。素敵な歌声と演奏で、
皆様うっとりとした時間を過ごされました。

手作りの食事がたくさん。
どれもとてもおいしく、お腹いっぱい。
手作りの食事がたくさん。
どれもとてもおいしく、お腹いっぱい。

かわいい２人の司会
頑張りました。
かわいい２人の司会
頑張りました。

ボランティア７組の方々へ表彰
いつもありがとうございます。
ボランティア７組の方々へ表彰
いつもありがとうございます。

ぺったんぺったん

ぺったんぺったん
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もちつきもちつき

本誌ささゆりはサンライフ御立より月１回１２回発行から始まり、平成１６年５月４５号より

サンライフ魚崎も合同で発行となりました。当初、表紙は手書きの絵と、詩をボランティアさ

んによって手がけて頂いておりました。内容も現在のささゆりとは全く違います。掲げたテー

マについて、介護職や医師等の多職種で座談会を開催し、その様子を記事にしていました。平

成１９年２月５６号からは全てのページをカラーに変更し、より見やすく、伝わりやすいよう

に写真や記事を記載しています。

◎現在の『ささゆり』の裏表紙は３つの項目で構成しています。

◆サンライフの思い
各部門が専門的に取り組んでいることを分かり易く、介護に対する思いとして
かいています。

◆新しい風
新入職員の今後の意気込みについて一言書いています。

◆寄付・ボランティア　　
サンライフ魚崎は多くの地域の方々、ボランティアの方々に支えられています。 

◎年４回発行（２月、５月、８月、１１月）
８７号よりサンライフ魚崎単独での『ささゆり』発行が開始となりま
した。作成は各部門の広報委員を中心に作成しています。
施設の中で取り組んでいること、季節の行事などを利用者様・入居者
様、ご家族、地域の方々に発信し、サンライフ魚崎を身近に感じて頂
けるように努めています。

サンライフ
魚崎設立

サンライフ魚崎での
ささゆり新聞発行スタート

サンライフ魚崎での
単独発行スタート

100号100号

冬
秋夏
春

33 22


